
令和７年４月１日現在

10 分団

0 分団

0 隊

26 部

102 班

532 人

485 人

470 人

15 人

415 人

0 人

70 人

0 人

94 人

0 人

94 人

59 人

49 人

1 人

331 人

14 台

1 台

11 台

1 台

0 台

年額 36,500 円

年額 36,500 円

8,000 円

8,000 円

※１：「消防団の組織概要等の調査」による。

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

※２：「年額報酬」「出動報酬」の額は、令和７年４月１日現在の条例で定める額。
 　　　「出動報酬」については、日額で定めがある場合は最大額を記載。一方、日額で定めていない場合は８時間の出動に換算した額を記載。
　　　定めがない場合又は年額支給の場合には「-」と記載。

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員

地方公務員

都道府県職員

市区町村等職員

特殊法人等公務員に準ずる職員

農協職員

郵政職員

その他

団
員
数

条例定数
小林市は本県南西部に位置し、人口約42,000人の田園都市を形成しており霧島連山など
自然豊かな地域資源を多数有しており全国有数の農畜産生産基地である。
また、平成31年度に全国女性消防操法大会に出場し、第72回日本消防協会定例表彰に
おいて「特別表彰まとい・優良婦人消防隊」を受賞。平成27年度から機能別消防団員「支
援団員」を導入しており、初期消火など特定の災害任務を担っている。また、普通免許
（3.5㌧未満）で運転可能な消防ポンプ自動車２台を県内でいち早く導入している。
女性消防団員の活動も盛んで最近では保育施設向けに紙芝居動画の作成、出初式や入
退団式のインターネット生中継等、ＳＮＳを活用した情報を発信する活動も行っている。
令和５年度には県内初となるドローン隊を編成し、火災、災害や人命捜索といった消防団
活動の機能拡充を図り、その特性に応じた団員確保を推進している。

実員数

男性団員数

女性団員数

基本団員数

大規模災害団員数

その他の機能別団員数

消防団名 小林市消防団 メールアドレス k_kikikanri@city.kobayashi.lg.jp

組
織

分団数 ホームページURL http://www.city.kobayashi.lg.jp

うち機能別分団数
SNSアカウント

小林市消防団　女性部（X(旧Twitter）   Instagram  LINE Facebook　YouTube)

方面隊数

部数 消防団活動事例・
PR等班数

0984-23-6650

消　防　団　の　組　織　概　要

都道府県名 宮崎県
所在地

〒886-8501

市町村名 小林市 宮崎県小林市細野300番地

消防団事務所管 小林市役所　総務部　危機管理課 電話番号（直通） 0984-23-1175 FAX

団本部

団⻑

団本部
副団⻑

第１分団

第３分団

第２分団

第４分団

第１部
第４部
第５部
第２部
第３部
第12部
第９部
第10部
第11部
第６部
第７部
第８部
第15部
第１部
第３部
第４部
第６部
第５部
第７部
第１部
第２部

第５部
第６部

第３部
第４部

⼥性部

⽀援団員

第５分団

第７分団

第１０分団

第８分団

第６分団

第９分団

本部付


